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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月18日(2014.9.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　糖尿病前症、糖尿病、および／または糖尿病関連症状について被験体を評価する方法で
あって、前記被験体からの試料において少なくとも１つのバイオマーカーを測定するステ
ップを含み、前記少なくとも１つのバイオマーカーがＣＤ５抗原様であることを特徴とす
る方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、前記少なくとも１つのバイオマーカーが更に、ペルオ
キシレドキシン－２、タンパク質ＡＭＢＰ、および補体Ｃ１ｑサブコンポーネントサブユ
ニットＢ、アポリポタンパク質Ｃ－ＩＩＩ、インスリン様増殖因子結合タンパク質３、ア
ディポネクチン、補体因子Ｈ－関連タンパク質２、ヘモグロビンサブユニットベータ、ア
ポリポタンパク質Ｂ－１００、スルフヒドリルオキシダーゼ１、補体成分Ｃ８ベータ鎖、
及びアポリポタンパク質Ａ－ＩＶ、からなるバイオマーカーのリストから選択されるバイ
オマーカーを含むことを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法において、前記少なくとも１つのバイオマーカーが、更に、アポ
リポタンパク質Ａ－ＩＶ及びインスリン様増殖因子結合タンパク質３からなる群から選択
されるバイオマーカーを含むことを特徴とする方法。
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【請求項４】
　請求項１に記載の方法において、前記少なくとも１つのバイオマーカーが更に、アポリ
ポタンパク質Ａ－ＩＶと、インスリン様増殖因子結合タンパク質３を含むことを特徴とす
る方法。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の方法において、前記被験体からの試料中の少な
くとも１つのバイオマーカーを測定するステップが、前記少なくとも１つのバイオマーカ
ーのペプチド断片を検出するステップを具えることを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の方法において、前記ペプチド断片が、５－２５アミノ酸ペプチド断片
であることを特徴とする方法。
【請求項７】
　請求項５又は６に記載の方法において、前記ペプチド断片が、配列番号１－２０からな
る群から選択されることを特徴とする方法。
【請求項８】
　請求項５乃至７のいずれか１項に記載の方法において、前記ペプチド断片が、配列番号
２、３、４、５、１６、及び１７からなる群から選択されることを特徴とする方法。
【請求項９】
　請求項５乃至８のいずれか１項に記載の方法において、前記ペプチド断片が、質量分析
法を用いて検出されることを特徴とする方法。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか１項に記載の方法において、前記被検体が、糖尿病性ネフロ
パシーに対して無症状であるか、糖尿病性ネフロパシーの非特定的な指標を示すのみであ
ることを特徴とする方法。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の方法において、前記被験体が、糖尿病性ネフ
ロパシーであると診断されていることを特徴とする方法。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の方法において、前記被験体が腎臓疾患を有す
ることを特徴とする方法。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の方法において、前記被験体が、微量アルブミ
ン尿、頻性アルブミン尿、又は末期腎不全に罹患していることを特徴とする方法。
【請求項１４】
　請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の方法において、サンプルが血液サンプルであ
ることを特徴とする方法。
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